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一生に一度の晴れ舞台
津奈木町成人式

　令和４年津奈木町成人式

問教育委員会生涯学習班　☎７８－５４００（内７０５）

　成人を迎える皆さんの門出を祝う成人式を
開催します。今回も新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、式典の規模縮小や感染対策
を徹底します。対象者には個別に案内状を送
ります。
▶日時　令和４年　
　　　　（受付）９:30~　（開式）10:00~　　
▶場所　つなぎ文化センター
▶対象　H13.4/2 ～ H14.4/1 に生まれた人

1月 3 日㈪

みんなで楽しむ
絵本の世界

　はじめての読み聞かせ講座

問教育委員会生涯学習班　☎７８－５４００（内７０５）

　「絵本の選び方は？」「読み聞かせってどうや
るの？」これから読み聞かせを始める人や始め
たい人、絵本の魅力を学びたい人に向けた「読
み聞かせ講座」です。

▶日時　　
　　　　10:00~12:00　　
▶場所　つなぎ文化センター
▶定員　20 人（町内在住）
▶参加費　無料
▶申込　12/6 ㈪までに教育委員会で申込
▶講師　永塩和佳さん（絵本専門士）
※絵本専門士…絵本に関する高度な知識、技
能及び感性を備えた専門家。独立行政法人国
立青少年教育振興機構によって H26 年に作ら
れた資格です。

12 月18 日㈯

令和４年度津奈木町
奨学生募集

　津奈木町奨学生制度

問教育委員会学校教育班　☎７８－５４００（内７０３）

▶対象　
　大学またはこれらに準ずる学校に在学予定
で、学業、人物ともに優秀かつ健康で、その保
護者が本町に在住し、学資の支払いが困難と
認められる人
※本町の奨学金以外の奨学金などの交付を受
けている人は対象外です。
▶貸付金額　大学またはこれらに準ずる学校
・奨学金　月額３万円以内
・入学準備金　50 万円以内
▶募集人数　10 人程度
▶申込　教育委員会に備え付けの申込用紙ま
たは、町 HP からダウンロードした申込用紙に
記入し、教育委員会へ提出
▶申込期間　
R4.1/4 ㈫～ 31 ㈪

空き家バンク    登録しませんか
町内に空き家をお持ちの人へ

　津奈木町では、空き家を売りたい人や貸したい人に空き家物件を登録していただき、空き家の利用希望者へ情報
を提供する空き家バンク制度を運用しています。空き家バンクへの登録要件や補助制度の活用など、詳しくはお問
い合わせください。

問い合わせ　政策企画課　☎７８－３１１４（内２２２）

に

　　　空き家バンク登録物件には次の補助制度があります　※事前の申請が必要。

　空き家バンクに登録され、売買または賃貸借契約を
結んだ空き家
 ▼対象者
　次のいずれかに当てはまる人
①空き家の所有者
②入居（予定）者
※所有者などが３親等以内の親族またはこれと同等と
認められる人に売却・賃貸する場合は対象外です。
 ▼対象事業
　町内施工業者が空き家を改修する事業
※補助対象になる改修内容はお問い合わせください。
 ▼内容
　費用の３分の２を補助（限度額 50 万円）
 ▼その他
　登録空き家を活用し活性化事業（宿泊業・飲食業・
小売業）を行う場合も対象です。詳しくは政策企画課
までお問い合わせください。

 ▼対象物件
　空き家バンクに登録された空き家
 ▼対象者
　次のいずれかに当てはまる人
①空き家の所有者
②入居（予定）者で所有者から家財処分などを委任さ
れた人
※所有者などが３親等以内の親族またはこれと同等と
認められる人に売却・賃貸する場合は対象外です。
 ▼対象経費
①ごみの処分費
②家財の移設費
③家電リサイクル法で指定された家電製品の処分費
④敷地内の樹木伐採・草刈などの経費
⑤空き家内の清掃費
 ▼内容
　費用の 10 分の 10 を補助（限度額 10 万円）　
※売買などの契約を結んだ後の限度額：30 万円

空き家リフォーム補助制度 空き家家財道具処分等補助制度
 ▼対象物件

　　　空き家バンクに登録して入居者が見つかるとこんなメリットがあります

使ってもらうことで
家の老朽化が防げた！

　　　空き家バンク登録には要件があります
　老朽化が激しい空き家や、県知事が指定した土砂災害特別警戒区域内（レッドゾーン）に存在する空き家はバン
クへ登録できません。

住んでもらうから
防犯の面で安心！

入居者が見つかり
家賃収入が入った！

家財の処分などに
補助金が使えた！

障害者差別解消法 
を知ってますか

　障がい者週間

問ほけん福祉課福祉班　☎７８－３１１５（内１２４）

　障害者差別解消法は、障がいのある人もな
い人も、互いにその人らしさを認め合いながら、
ともに生きる社会を目指しています。
　不当な差別的取り扱いの禁止
　障がいのある人に正当な理由なく、障がいを
理由として差別することの禁止（車いすだから
といってお店に入れない） 。
　合理的配慮の提供
　障がいのある人から、なんらかの対応を必要
としているという意思が伝えられたときに、負
担が重すぎない範囲での対応（車いす利用者の
ために、高い所に並べてある商品を取って渡す、
聴覚障がいの人に身ぶり・手ぶりや筆談で説明
するなど） 。
　12/3 ㈮～ 9 ㈭は 「障がい者週間」です。こ
の機会に、障がいについて考えてみませんか。


